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【物品調達システムパンチアウト連携機能の概要】
1. 発注者が物品調達システム上でECサイトへのリンクをクリック
2. 物品調達システムはECサイトに対してcXML(PunchOutSetupRequest)をPOST送信
3. ECサイトはメールアドレスによる認証を行い、ショッピングカートURLを含んだレスポンスを物品調達システムへ返信
4. 物品調達システムは発注者に対してショッピングカートURLのリンクを表示
5. 発注者はECサイトのショッピングカートに商品を入れ、「チェックアウト」ボタンをクリック
6. ECサイトはcXML(PunchOutOrderMessage)を物品調達システムに対してPOST送信
7. 物品調達システムは受け取ったcXMLを基に発注情報を作成
8. 物品調達システムはECサイトに対してレスポンスを返す
9. 物品調達システムは発注者に対して、チェックアウト完了画面を見せる
10. 発注者は物品調達システムに戻り、チェックアウトした発注情報を閲覧。支払い財源を指定し、入力完了、発注確定
11. 物品調達システムはECサイトに対してcXML(OrderRequest)をPOST送信
12. ECサイトは受け取ったcXMLを検証し、レスポンスを返す。物品調達システムは発注者に対して発注完了画面を見せる
13. ECサイトは受注処理を行い発注者に対して、受注メールを送信する。同時に、物品調達システムに対してcXML(OrderConfirmation)を
POST送信する。※cXML送信は必須ではない

14. ECサイトは発注者に対して発送情報をメール送信する。同時に、物品調達システムに対してcXML(ShipmentConfirmation)を
POST送信する。※こちらはオプション機能であり、メール送信およびcXML送信は必須ではない。
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①ログイン
（SSO）

③商品選択
（通常のECサイト利用と同等の操作）

④商品データが転送される

②法人アカウントで接続（自動）

⑥発注データが送信される

⑤物品調達システム上で
財源選択・発注確定

⑦出荷

⑧検収登録

⑨支払

システム連携済

物品調達システムのパンチアウト連携機能について


